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　本年５月より，本学体育会所属クラブなどへの学内で
のコンディショニングサポート体制の構築と傷害発生
予防への貢献を目的として，高等教育推進機構スポー
ツトレーニングセンター内にコンディショニングサポー
ト室が開設されました。コンディショニングとは，スポー
ツでのベストパフォーマンスを引き出すために身体のコ
ンディションを整える方法で，スポーツ特性に合わせ
ウォームアップやクールダウン，ストレッチ，トレーニング
などを行います。
　そこでコンディショニングサポート室では，主に身体
の違和感や不調に対するサポート，体力測定や身体コ
ンディションのチェック，トレーニングやケアに関する相
談のほか，要望に応じたコンディショニングに関する勉
強会などを行っています。現在，こちらのサポート部門に
は本学卒業の理学療法士，大学院生（理学療法士）21
名がトレーナーとして登録，活動しています。臨床やス
ポーツ現場での活動経験がある卒業生たちの中には，
国際大会やナショナルチームへの帯同経験があるト
レーナーもいて，本学院生との協同サポート体制として
いることから，後輩への指導育成の場にもなっています。
　開設されてからまだ３ヶ月ほどですが，これまでに多く
の選手（学生）やスタッフ，教員から，身体コンディショニ
ングのチェック依頼や相談を受けています。特に本学で
は，高校で体育会系部活動に所属していなかったり，高
校の時とは違うスポーツを始めたりする場合が多いこと

も影響しているのか，１，２年生に傷害発生が多いのが
特徴的です。そのため，部活動の顧問教員より好発して
いる傷害発生予防に関する相談や，マネージャーなどス
タッフから傷害予防を目的としたトレーニング方法の検
討依頼などもあり，サポートを通して学内におけるコン
ディショニングサポートの必要性を改めて感じていると
ころです。
　こちらのコンディショニングサポート室は，トレーニン
グセンター２階にあります。週１回18時半～21時半（最
終受付20時45分）まで活動を行っています。開催日時
などはFacebook（北海道大学トレーナーチームで検
索下さい）で随時案内しておりますので，身体の不調や
コンディショニングなどに関する相談がありましたら，ぜ
ひお気軽にお訪ね下さい。

　保健科学研究院及び岩見沢市は，健康分野で相互に
協力し,新たな健康科学を創造し,地方創生に貢献する
ことを目的として，平成29年5月31日（月）に連携協定を
締結しました。

　当日は，岩見沢市の「いわみざわ健康ひろば」で協定
の調印式が行われ，保健科学研究院の齋藤健研究院
長，岩見沢市の松野哲市長の両名が協定書に署名しま
した。また，調印式においては，松野市長からは「中長期
的に健康分野での協力を進めていくための第一歩」と抱
負を述べられ，齋藤研究院長が「介護予防や認知症,医
療分析等で連携し,健康づくりに役立てたい」と発言が
ありました。今回の協定締結により，岩見沢市を研究
フィールドとした健康科学分野における様々な研究を
行い,その研究成果をもとに,岩見沢市の各種健康施策
の企画立案に協力していくことを目指しています。
　保健科学研究院では,平成22年より岩見沢市,ICT企
業やドラッグストアと共同で,ICTを活用した健康増進・
高齢者見守り支援に関するプロジェクトとして,「遠隔健
康相談システムの開発実証」や「岩見沢市北村地区にお
ける健康サポート・遠隔健康相談システムの開発実証」
「ICTと地デジを活用した高齢者見守りシステムの開発
実証」等を行ってきました。

　現在，保健科学研究院の教員が講師として，岩見沢
市の保健師・保健推進員と共同で開催する健康講座も
定期的に開催しており，平成28年度は冬場の運動や体
力づくりの方法，骨の健康と食生活に関する内容等につ
いて，全4回（参加者数361名）を実施しました。今年度
は全7回の健康講座を市内各地で開催する予定です。
　北海道大学では,平成25年に文部科学省及び国立
研究開発法人科学技術振興機構による「革新的イノ
ベーション創出プログラム」（COI STREAM）に採択さ
れ,北海道大学COI「食と健康の達人」拠点として,岩見
沢市を実証フィールドとした産学連携による研究活動
および社会実装を進めており，その中で,保健科学研究
院の研究チームとしては「健康コミュニティの構築（担
当：小笠原克彦）」「骨盤底筋機能と尿失禁に関する調
査（担当：寒川美奈）」「認知症予防・早期発見とその対
応に関する研究（担当：村田和香）」「口腔環境・機能に
関する研究（担当：堤香織）」等に取り組んでおります。ま
た,AI（人工知能）を活用した岩見沢市国保データ分析
等，医療費に関する経済性分析や市民の健康状態の予
測といった研究活動も進めております。これらの研究に
つきましても,この新たな連携協定により，これまで以上
に連携した活動を進めていくことができると考えており
ます。
　この度の岩見沢市との健康づくり等に関する連携協
定の締結により,保健科学分野の研究を進めていくなか
で，本研究院と岩見沢市が，今後益々教育・研究及び地
域貢献を推進していくことが期待されます。
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